49 



八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （50 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （55 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


基本的な操作 （69 ページ） 

電源の 0 N や OFF の方法、およびフロッピーディスクや CD - ROM のセット方法 
などについて説明しています。 

内蔵オプションの取り付け （73 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （91 ページ） 

本体内部のケープル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケープル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 


システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) (94 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。 


リセツトとクリア （118 ページ） 

リセットする方法と内部メモリ ( CMOS ) のウリア方法について説明していま 
す。 


割り込みライン （122 ページ） 

I / O ポートアドレスや割り込み設定について説明しています。 
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各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 




(1) ケーブルクランプ 

装置に添付のケーブルクランプを装置前面に取り 
付け、 LAN ケープルを固定する。 

(2) PCI スロット 

オプションの PCI ボード実装用ス□ット。 

(3) 取り付けネジ （2 本） 

ハードディスクドライプを実装する際、このネジ 
(2 本）を外す。 

(4) 八ードディスクドライブトレー 

八ードディスクドライプを実装するトレー（最大 
で2台実装可能)。ハードディスクドライプを実装 
する場合は、前面のネジ （2 本）を外し、前面に 
あるハンドルを持って手前に引き出す （—79 ぺ一 
ジ)。 

(5) スライドタグ 

サーパ管理のメモスペースとして使用する。 

(6) 八ンドル 

ハードディスクドライブトレーを引き出す際、こ 
のハンドルを手前に引く （—79 ページ)。 

(7) AC インレット 

電源コードを接続するソケット （—68 ページ)。 

(8) DISK アクセスランプ（前面）（緑色） 

本体内蔵のハードディスクドライプにアクセスし 
ているときに緑色に点灯する。 

(9) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する （—53 ぺ一 
ジ)。 

(10) POWER スイッチ 

電源を ON/OFF にするスイッチ （—69 ぺージ)。 
一度押すと POWER ランプが点灯し、 ON の状態に 
なる。もう一度押すと電源を〇 FF にする。4秒以 
上押し続けると強制的に電源を〇 FF にする（— 

113ぺージ)〇 

(11) マウスコネクタ 

マウスを接続する （—68 ページ)。 


(12) キーポードコネクタ 

キーボードを接続する （—68 ページ)。 

(13) シリアルポート ( COM ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(->68ページ)。接続する装置により、本体の設定 
を変更する必要がある。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(14) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する （—68 ページ)。 

ディスプレイ装置を接続しない場合は、本装置に 
添付の VGA コネクタを接続してください。 

(15) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る （—68 ページ)。 

(16) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 0OOBASE-T/1OOBASE-TX/1OBASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ （—68 ページ)。括弧数字の後 
の数字は「1」が LAN ポート1で「2」が LAN ポー 
卜2を示す。 

(17) LINK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ （—54 ベー 
ジ)。 

(18) Speed ランプ（アンバー色/緑色/消灯） 

l_AN の転送速度を示すランプ （—54 ページ)。 

(19) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 0OBASE-TX/1 OBASE-T 対応の Ethernet コネク 
夕 （—68 ページ)。 

(20) Speed ランプ（緑色/消灯） 

LAN の転送速度を示すランプ （—54 ページ)。 
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装置内部 



(1) 

DIMM 

(5) 

電源 ユニッ ト 

(2) 

ヒー トシンク 

(6) 

八ードディスクドライブ 

(3) 

冷却フアン 


(6)-1 1台目を示す。 


括弧数字の後の数字は FAN の番号を示す。 


(6)-2 2台目を示す。 

(4) 

ライザカードブラケツト 

(7) 

八ードディスクドライブトレー 


オプションのライザカード (PCI) を取り付けま 
す0 
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两~〇 ここで説明していないジャンパやコネクタなどは未使用です。出荷時のままお 
使いください。 



(1) プロセッサ （ CPU ) ソケット 

(2) DIMM 

ソケット（図の下のソケットから順番に#1、 #2) 

(3) 電源コネクタ 

(4) CMOS メモリクリア用ジャンパスイッチ 

(5) S - ATA コネクタ 

括弧数字の後の数字は S-ATA コネクタの番号を示 
す。本装置では(5)-1、 （5)-3 を使用します。 

(5)-2、 （5)-4 は使用しません。 


⑹ 


(5)-1 


(5)-2 


(6) リチウムバッテリ 

(7) ライザカード （ PCI ) 用コネクタ（ロープ 
□ファイルのポード専用、 33 MHz /32 bit 
5 V PCI 、 オプション） 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

POWER ランプ（争） 

本体の電源が ON の園、緑色に点灯しています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


DISK ACCESS ランプ （ i ) 

DISK ACCESS ランプはハードディスクドライブペイに取り付けられているハードディスク 
ドライプの状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 
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LAN コネクタのランプ 

前面にある3つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 


— □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ ~ 

i—i 1_ )1 _ )1 _ )1 _ it _ )1 _ )1 _ if _ if _I 


n 

◎ □□□□□□□□□ 

]□[ 

□ 

目 

]□□□□□□□□ 

匚 


{ 

1 11 11 [LJj □□□□□□□ a ° °〇 □□□《 




Speed フンプ 


• LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体とハブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケープルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□—ラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエ _ スで 
動作されているかを示します。 

左端および中央の LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、10 BASE - T をサポート 
しています。また、右端の LAN ポートは、100 BASE - TX と 10 BASE - T のみをサボートレ 
ています。 

アンパー色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑 
色に点灯しているときは、100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯してい 
るときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は卓上または日 A 規格に適合したラックに設置して使用します。 

卓上への設置 


ZL 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 指定以外の場所に設置しない 


設置にふさわしい場所は次のとおりです。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を 

設置すると、誤動作の原因となります。 

• 温度変化の激しい場所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所（大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など)、薬品類の近 
<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 電源コードまたはインタフェースケーブルを足で踏んだり、弓 I っ掛けたりするおそれの 
ある場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本体の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近くには設置しないでください。（電源ノイズを発生する装置の近くに設置す 
るときは電源配線の分離やノイズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡し 
て行ってください。） 

卓上に置く場合は、本体底面に添付のゴム足を貼り付けてください。 

設置場所が決まったら、本体の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくりと静かに置い 

てください。本体は3台まで積み重ねて置くことができます。 
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ラックへの設置 


本装置は EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラッウの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合 
わせください。 

ラッウの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 Mi ページ以降の説明をご覧くださ 


• 指定以外の場所で使用しない 

• ァ_ス^§をガス管にっながなぃ 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 



一人で搬送 • 設置をしない 

荷重が集中してしまうような設置はしない 


一人で部品の取り付けをしない 

ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 
定格電源を越える配線をしない 
腐食性ガスの発生する環境で使用または保管しない 
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次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 

したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オゾンなど）の発生する場所やほこり中に腐食を促進する成分（硫黄など）や導電 
性の金属などが含まれている場所、薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所 
(万一、ご使用の環境でこのよラな疑いがある場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社へご相談ください)。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅろたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く （電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフ ィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください)。 


胃-〇 ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 0 0° C ~35° C ) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 


本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています）。 





警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 


A 注意 


A\A\ 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、以降の説明をご覧 
ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 
參 カバーを外したまま取り付けしない 
參指を挟まない 

春ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け部品の確認 

レールキットに添付のネジ （ M 5 ネジ、ネジ部の長さ 10 mm ) を4本とコアナット （2 個）を用 
意してください。 

Tx4 ^ x2 

M 5 ネジ M 5 コアナ、ソト 


必要な工具 


ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライパとマイナスドライパです。 
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装置前面 
(左右に各1個） 


コアナットはラックの内側から取り付 
けます。一方のツメを引っかけてから 
マイナスドライバなどを使ってもう一 
方のツメをラックのフレームに引つか 
けます。 





ラックの左右に取り付けたコアナットの高さが同じであることを確認してく 
ださい。 


取り付け手順 

本装置は19インチラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付けます。 

• コアナットの取り付け 

装置に添付のコアナットをラックに取り付けます。 


uOQDQDICJP PP PPPP 


ア 

□ 
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• マウントイヤーの取り付け 

装置の側面にマウントイヤー（左）およびマウントイヤー（右）をネジ2本で取り付けます。 




マウントイヤ ー （右) 


使用されるラックに応じて、マウントイヤーの取り付け位置を調整してくださ 
■to し)。調整は6段まで可能です。左右同じ段になるように取り付けてください。 
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• L 字 レールの 取り付け 

L 字レールは左用と右用があります。下図を参照して左用、右用を確認してください。 



1.L 字レールのフックをラックの穴 
(背面側）に挿入する。 



2. 前面と背面をネジで固定する。 

右図では左用のレール取り付けを示 
していますが、右用も同様にして取 
り付けてください。 



まっすぐにレールが取り付けられていることを確認して<ださい。 
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• 本装置の取り付け 

次の手順で本装置をラックに取り付けます。 


ZL 注意 

AQ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 



1. 2人以上で本装置をしっかりと 

持ってラックへ取り付ける。 

本装置を L 字 レー ルの上にのせて 
ゆっくりと静かに押し込みます。 


初めての取り付けでは各機構部品 
がなじんでいないため押し込むと 
きに強い摩擦を感じることがあり 
ます。強く押し込んでください。 



ラック前面側 


胃-〇 V !(一 やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


^ ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と本装置 
g エック I の筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉している場合は、 
他装置と干渉しないよう調整して L 字レールを取り付け直して < ださい。 


2 . 


本装置をラックへ完全に押し込む。 
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3. 本装置前面の左右にあるマウント 
イヤーをそれぞれ取り付けネジ1 
本でラックに固定する。 



以上で完了です 
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取り外し手順 

次の手順で本装置をラックから取り外します。 


A 注意 


A\A\ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 一人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した1犬態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


1 . 本装置の電源が〇 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. 本装置の前面の取り付けネジ 
(左右各1本）をゆるめる。 



3. 本装置をゆっくりと静かにラック 
から引き出し、しっかりと持って 
ラックから取り外す。 


































• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノ《一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネウタが用意されています。次ページの 
図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続して 
から添付の電源コードを本体に接続し、電源プラヴをコンセントにつなげます。 


胃〇 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続•設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせください。 



A( 


警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

參 ぬれた手で電源プラグを持たない 
參 アース線をガス管につながない 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

AA 

參 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 


• 
















68 設置と接続 


前面 


□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 


]□□□□□□□□□ 

]□□□□□□□□□ 


1 D ❹ 








ディスプレイ装置 q 


*i 専用回線へ直接接続することはできません。 

*2 電源コードは、 15A 以下のサーキットプレーカに接続してください。 

*3 ディスプレイ装置を接続し ない 場合は、本装置に添付の VGA コネクタを接続して ください。 このとき、 VGA 
コネクタのひもを装置前面にあるフックにかけて ください。 ディスプレイ装置を接続する場合は、 VGA コネ 
クタを外し、このフックにかけたままにしてく ださい。 



F 圏 


本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることを 
あらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用できないものがあります。 

シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできませ 
ん〇 

回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い。 

電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイでケーブルがから 
まないよう固定してください。 

ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないよう 
フォーミングしてください。 


マウス 



シリアルインタフェース 
を持つ機器叫 USB 機器 



最後に添付の電源コードをコンセントに 
接続する2。 
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© □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


H) ^ OE3 〇 




J 〇\ 


r 

© 

° 





POWER ランプ 


POWER スイツチ 


「 NEC 」 ロゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断を します。 詳しくはこの後の 「 POST の チェック」 をご覧く ださい。 
POST を完了すると 〇 S が起動し ます。 


I チェッ^] 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
71ページを参照してください。 


基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER / SLEEP スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 


本装置の電源を ON にする前に装置前面のモニタコネクタにディスプレイ装置 
または装置に添付の VGA コネクタを接続してください。 


1 . ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

2. 本体前面にある P 〇 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
ロゴ」が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
で10秒以上の時間をあけてください。 

參 「 NEC 」 ロゴおよびロゴ下側に何らかの文字が表示されるまでは電源を 
◦ FF にしないでください。 











































70 基本的な操作 



POST (Power On Self - Test ) は、マザーポード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーポード、メモリモジュール 、 CPU 
モジュール、キーポード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の BIOS 
セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 （< Tab > キーを押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 




POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
てください。 

• システムの構成によつては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外し/取り付けているスロット 
の変更をしてから電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りがあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することがあります。 

この場合はく Fl > キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設 
定できます。 


1. 電源01\1後、 POST が起動し、メモリチェックを 始めます。ディスプレイ 装置の画 
面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されます。本体に搭載されて 
いるメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もあ 
ります。 同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程 
の時間がかかる場合が あります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメ ッセー ジです。 
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3. しばらくすると、マザーポードにある巳 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press TAB to show POST screen, FI to enter SETUP, 

< F12> to enter Boot Menu 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 1> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、94ぺージを参照してください。 SETUP を 
終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

4. オプションポードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

5. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て ON にして本装置を起動し直してください。 

OS をインス I 'ールするまではパスワードを設定しないでください。 


6. POST を終了すると OS を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中に エラー を検出するとディスプレイ装置の画面に エラー メッセージを表示します。ま 
た、 エラー の内容によってはビープ音で エラー が起きたことを通知します。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
■to ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 









72 基本的な操作 


電源の OFF 


次の順序で電源を OFR こします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーシヨンの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


光ディスクドライブ（オプシ 



本装置には光ディスクドライブ （ DVD - ROM ドライブ、 CD - ROM ドライブなど）はありませ 
ん。オプションの外付け光ディスクドライブを使用する場合は、装置前面の USB コネクタに 
接続してください。 

光ディスクドライプの取り扱いについては、光ディスクドライブに添付の説明書を参照してく 
ださい。 


フロッピーディスクドライブ（オプション) 


本装置にはフロッピーディスクドライブはありません。オプシヨンの外付けフ□ッピーディス 
クドライブを使用する場合は、装置前面の USB コネクタに接続してください。 

フロッピーディスクドライプの取り扱いについては、フロッピーディスクドライブに添付の説 
日月書を参照してください。 
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装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

參 プラグを差し込んだまま取り扱わない 


内蔵オプションの取り付け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 




安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 


• オプションの取り付け/取り外しは ユーザー 個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してくださし、。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

參 ハードウェア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください （42 ページを参照)。 


A 注意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

參 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 


警告 


安全上の注意 


A 0 ® c 

AA« @_ 




















74 内蔵オプションの取り付け 


静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

1. プラスドライバを用意する。 

2. 0 S のシャットダウン処理を行う。 

3. POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

4. 本装置に接続しているすべてのケーブルおよび電源コードを取り外す。 





76 内蔵オプションの取り付け 


取り付け/取り外しの手順 


内蔵部品（ハードディスクドライプ、 DIMM 、 PCI ボードなど）の取り付け/取り外しの作業は 
本装置をラックから引き出し、取り外した状態で行います。 


△注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 
声:日:卞章 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから弓 I き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1. 75ページを参照して準備する。 


2. 前面の左右にあるセットスク 
リユーをゆるめて、八ンドルを 
持ってゆっくりとラックから引き 
出し、取り外す。 



"~〇 レノ （ 一やレールで指を挟まないように十分注意してください。 
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トップカバー 


内蔵部品の取り付け/取り外しや内部のケープル接続を変更するときはトップカバーを取り外 
します。 

取り外し 

1. 75ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出して外す 
(65 ページ参照)。 

3. ネジ2本を外し、トップカバーを 
押しながら装置背面へスライドさ 
せる。 

4. トップカバーを持ち上げて本体か 
ら取り外す。 



取り付け 


トップカパーを取り付けるときは、トップカ 
パーのタブが本体フレームに確実に差し込 
まれるよ^)、まつすぐ本体の上に置しヽてくだ 
さい。 





78 内蔵オプションの取り付け 



本装置の前面は、約 25.4 mm (1 インチ）厚のハードディスクドライブを搭載することができ 
るハードディスクドライブトレーがあります。 

W-O NEC で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 


ドパーティのハードディスクドライブなどを取り付けると、ハードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください（2006年1月現在)。 


一 N 8150 -204(80 GB 、 7200_、 SATAH /300) 

一 N 8150 -205(160 GB 、 7200_、 SATAH /300) 
一 N 8150 -206(250 G 巳、7200_、 SATAE /300) 

最新状況や混在条件などは8番街のシステム構成ガイド 
( http :// nec 8. com /) でご確認ください。 


ドライブ ID について 


ハードディスクドライブトレーには最大で2台のハードディスクドライブを搭載することが 
できます。搭載するスロットによってハードディスクドライプの ID が固定で決められていま 
す。下図を参照してください。 



チヤネル1 


チヤネル0 


ハードディスクドライプトレーは、出荷時の構成でマザーポード上のディスウコントローラに 
接続されています。 
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取り付け 

オプションのハードディスクドライプを実装する場合は、次に示す手順でハードディスクドラ 
イプを取り付けます。 


1. 八ードディスクドライブトレーの 
固定ネジ2本をゆるめ、八ンドル 
を起こす。 


2. 八ンドルを手前に引き、八ード 
ディスクドライブトレーを取り外 
す0 





• 八ードディスクドライブに衝撃や振動を与えないように十分注意してく 
ださい。衝撃や振動を与えると故障の原因となります。 

• 八ードディスクドライブは静電気に大変弱い電子部品です。八ードディ 
スクドライブを取り扱う前に、リスト設置ストラップを手首に巻き付け 
るか、装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてく 
ださい。 

參八ードディスクドライブの端子や電子部品を素手で触ったりしないでく 
ださい。 
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4. 本体装置に添付のネジ4本で八一 
ドディスクドライブを八ードディ 
スクドライブトレーに取り付け 
る 0 

図に示す場所にのみワッシャーを 
取り付けます。 


ワツシヤー 



胃-〇 八ードディスクドライブを固定するネジは本装置に添付のネジを使用してく 
Bfai ださい。オプションの八ードディスクドライブに添付のネジは使用しません 
(本装置以外では使用する場合もありますので大切に保管してください)。 



6. 八ードディスクドライブトレーを 
前面の2本のネジで固定し、八ン 
ドルを倒す。 



取り外し 

ハードディスクドライプの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


胃-〇 レノ （ 一やレールで指を挟まないように十分注意してください。 













ハードウエア編 81 


DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケツトに取リ付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケツトが2個あります。 

p|- メモリは最大 2GB(1 GBX2 枚)まで増設できます。 


買"〇 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
BfaJ に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってくださしヽ。ま 

た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は74ページで詳しく 
説明しています。 

• 指定以外の DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれが 
あります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、1枚単位で増設します。 


前面側 


背面側 


DIMM#2 

DIMM#1 



マザーボード 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


本装置では、ロープ□ファイル （ DIMM ポードの高さが 30 mm (1.2 インチ) 
Bfe 以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（それ以上高い) 
DIMM はサボートしていません。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


75ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （65 ページ参照)。 

トップカバーを取り外す （77 ページ参照)。 

DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ • DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

民ェック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 

端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソヶットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

5. 手順1〜3で取り外した部品を取り付ける。 

6. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

7. SETUP を起動して 「 Main 」 メニューで 「Total Memory 」 容量が本装置に実装 
しているメモリ容量相当になっていることを確認する。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST で表示されるエラーメッセージを確 
f エック| 認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 


1. 75ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （65 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （77 ページ参照)。 


4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り外 
せます。 



5. 手順3で取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に連絡してください。 

7. SETUP を起動して 「 Main 」 メニューで 「Total Memory 」 容量が本装置に実装 
しているメモリ容量相当になっていることを確認する。 
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PC ■ポー 


本装置には、オプションの PCI ボード（ロープ□ファイルタイプ）1枚を取り付けることがで 
きます（ただし、オプションのライザカード ( PCI ) が必要です)。 

PCI ボードは、マザーボード上に搭載している「ライザカードプラケット」にオプションのラ 
イザカード ( PCI ) を装着してがら取り付けます。 


• 本装置にオプションの PCI ポードを取り付ける場合は、オプションのラ 

Bfai イザカード （ PCI ) が必要です。 PCI ポードをご購入の際は、ライザ 

カード （ PCI ) も一緒にご購入ください。オプションのライザカード 
( PCI ) がないと PCI ポードを取り付けることができません。 

• PCI ポードおよびオプションのライザカード （ PCI ) は大変静電気に弱 
い電子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気 
を逃がしてからこれらの部品を取り扱ってくださしヽ。また、 PCI ポード 
およびオプションのライザカード （ PCI ) の端子部分や部品を素手で 

角虫ったり、これらの部品を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関する説明は74ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せください。 

• □ープ□ファイルタイプの PCI ポードを取り付けてください。□ープロ 
ファイルタイプ以外の PCI ポードは取り付けることができません。 


^ PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。 
ボードに添付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどラかを確 
認してください。設定は、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使 
います。詳しくは、94ページを参照してください。 



マザーボード 








































































ハードウエア編 85 


RAID コント□ーラの取り付けについて 


以下の RAID コント□—ラをインストールするために検討すべきことを記載します。詳しくは 

RAID コント□—ラに添付の説明書を参照してください。 

N 8 103-89 :ディスクアレイコントローラ ( SATA ) 

• インストールする RAID コント□—ラの仕様にあったハードディスクドライブとケーブ 
ルを用意してください。 

• ハードディスウドライプのマスタ/スレーブを正しく設定してしてください。 

• 構築する RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レペルで必 
要となる台数分のハードディスクドライプを用意してください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、ハードディスウドラ 
イプを初期化します。ディスクアレイとして使用するハードディスウドライプに大切な 
データがある場合は、パックアップを別のハードディスクドライブなどにとってから 
ボードの取り付けやディスウアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクドライプはパックごとにディスク回転速 
度と容量が同じハードディスクドライブを使用してください。 

• ディスクアレイを構成すると、 RAID 構成によってはディスクの信頼性が向上するかわ 
りにディスクアレイを構成するハードディスクドライプの総容量に比べ、実際に使用で 
きる容量が小さくなる場合があります。 

• ディスクアレイコント ロー ラボードを交換する場合はディスクアレイの構成情報（コン 
フィグレーション情報）をディスクアレイコント ロー ラボードにリストアしてくださ 
し、リストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、「ソフ 
トウェア編」を参照してください。 

• RAID コント□—ラボードに接続したハードディスクドライブのアクセス状態を装置前 
面の DISK アクセスランプで表示させる場合は、装置に添付の LED ケーブルをマザーポー 
ド上の LED コネクタと RAID コント□—ラボード上のコネクタに接続してください。 


LED コネクタ 
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— N 8 103-89 


n 





赤色のケープル 
(4 ピンコネクタのドット 
マークのついているピン) 
を接続 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• PCI ボードおよびライザカード ( PCI ) の端子部や電子部品のリード線には直接手を触れ 
ないよう注意してください。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線 
の破損による誤動作の原因となります。 

• 本装置に取り付けることができる PCI ボードには制限があります。ポードの仕様を確認 
してから取り付けてください。 

• 起動しない LAN デパイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN デパイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタ 
のツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライパなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライパなどが LAN ポートやその他のポート 
を破損しないよう十分に注意してください。 

• 起動可能な LAN 力ードを増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増 
設後に BIOS セットアップユーティリティの 「 Boot 」 で設定し直してください。 

• 本装置がサボートしているボードと搭載可能なス□ットは次の表のとおりです。 





スロット（バス A ) 




PCI #” 1 

型名 

製品名 

PCI ス□ツト性能 

32 bit /33 MHz 

スロツトサイズ 

LowProfile 



PCI ポードタイプ 

5 V 



搭載可能なポードサイズ- 2 

MD 2 

N8 103-89 

SATA ディスクアレイコント□—ラ 

O 

N8 103-95 

SCSI コント□ーラ 

O 

N 8104 -88 * 3 

100BASE-TX 接続ボード 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 4 

O* 1 

N 8104 -115 * 3 

1000 BASE-T 接続ボード 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) * 4 

0*1 


〇搭載可能 一搭載不可 


*1PCI スロットを使用するためには、オプションのライザカード (PCI) (N81 16-06) 

を装着する必要があります。 

*2 搭載可能なボードの奧行きサイズ 

口ープロファイルタイプで、奧行き167.6 mm まで （MD2)、 幅 64.4mm までです。 

*3 各力ードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

*4 製品名のカッコ内に記載された力ード性能とは力ード自身が持つ最高動作性能です。 
本体 PCI スロットよりも PCI 力ードの方が動作性能が高い場合は、本体 PCI スロット性 
能で動作します。 
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取り付け 

次の手順に従ってライザカードプラケットに pci ポードを取り付けます。 


wrO pci ポードを取り付けるためにはオプションのライザカード （ pci ) が必要で 
國 す。 


^ 參 オプションのライザカード ( PCI ) がサポートするボードタイプ（□一 

プロファイル）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認して<ださい。 

參 PCI ポードを取り付けるときは、ポードの接続部の形状とオプションの 

ライザカード ( PCI ) にあるコネクタの形状が合っていることを確認し 
てください。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


75ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出し、取り外す （65 ぺージ参照)。 

トップカバーを取り外す （77 ページ参照)。 

ネジ1本を外し、ライザカードブ 
ラケットを取り外す。 



5. ライザカードブラケットにオプ 
シヨンのライザカード （ PCI ) を 
ネジ2本で取り付ける。 


ライザカード ( PCI ) 




• ライザカードブラケットにオプションのライザカード （ PCI ) を取り付 
ける際は、ライザカード （ PCI ) に添付のネジを使用してください。 

• 他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 
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6. ライザカードブラケットからネジ1本を外し、増設ス□ットカバーを取り外す。 



取り外した増設ス□ットカパーは、大切に保管しておいてください。 


7. ライザカードブラケットに PCI ポードを取り付け、手順6で外したネジで固定する。 

ライザカード ( PCI ) のスロット部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差 


し込みます。 



參 ライザカード （ PCI ) や PCI ポードの端子部分には触れないでください。 
Bfai 汚れや油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまく PCI ポードを取り付けられないときは、 PCI ポードをいったん取 
り外してから取り付け直してください。 PCI ポードに過度の力を加える 
と PCI ポードやライザカード （ PCI ) を破損するおそれがありますので 
注意してください。 


^ PCI ポードのブラケツトの端が、ライザカード ( PCI ) のフレーム穴に差し込ま 
g エック I れていることを確認して<ださい。 





















90 内蔵オプションの取り付け 


8. ライザカードブラケットをマザー 
ボードのスロットに接続する。 

ライザカード ( PCI ) の端子部分 
と マ ザーポード上の ス□ッ ト部分 
を合わせて、確実に差し込みます。 



9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を 0 N にして POST の画面でポードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

11. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーシヨンユーティリティを 
起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照してください。また、起動可能なデパイスが接続さ 
れた PCI ボードを増設した場合、プート優先順位がデフォルトに変更されます 。 BIOS 
セツトアップユーティリティの 「 Boot 」 を設定し直してください （1 15ページ参照）。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し樹こ BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 で起動優先順位を設定し直してください （115 ページ参 

照)。 
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ケーブル接続 


本体内部のデパイスのケーブル接続例を示します。 


インタフェースケーブル 


インタフエースケーブルの接続について説明します。 



ここで示す図は接続を中心として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


八ードディスクドライブの増設 

ハードディスクドライプを増設した際の接続について説明します。 

ハードディスクドライプを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。 



S - ATA ケーブル 
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ディスクアレイコント□ーラ （ SATA ) [ N 8103 -89] との接続 

シリアル ATA ハードディスウドライブを搭載している場合は、ディスクアレイコント□ーラ 
( SATA ) にも接続することができます。ディスクアレイコントローラ （ SATA ) は、データ 
の信頼性を向上させるために用意されたオプションの PCI RAID ボードで、 RAID 0 と RAID 1 、 
RAID 5 の RAID レペルをサポートしています。 

• RAID 0 (ストライビング） 

ハードディスウドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を「ス 
トライピンヴ」と呼びます。搭載しているハードディスクドライプへ処理を分散させる 
ことによりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性 
能を向上させることができます。 


BBH 


• RAID 1(ミラーリング) 


• データを搭載している八ードディスクドライブに分散して記録している 
ためアレイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障する 
とデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


2台のハードディスクドライプに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライプが故障しても、もう片方の正 
常なハードディスクドライプを使用してシステムダウンすることなく継続して運用する 
ことができます。 



參 データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 
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• RAID 5( ストライビング+パリティ）（本装置ではサポートしません） 

ストライピンクにより3台のハードディスクドライプに分散してデータを記録します。ま 
たストライピンヴされたデータのパリティ情報も各ハードディスクドライブに分散して 
記録されます。ディスクは冗長性を持っています。 


• データを3台のバードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、单体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• パリティデータを保存するため、3台の八ードディスクドライブの総容 
量より若干容量が少なくなります。 


ディスクアレイを構築するには最低2台のハードディスウドライブが必要です。また、接続に 
使用するインタフェースケープルは本装置のケープルを使用します。 

SATA 1のケープルを Port 1 、 SAT A 3 のケーブルを Po 「 t 2 に接続してください。 


八ードディスクドライブは同じ容量および性能のものを使用してください。 



内蔵ハードディスクドライプのアクセス状態を表示させるために装置に添付の LED ケープル 
をマザーボード上の LED コネクタとディスクアレイコント□ーラ ( SATA ) に接続してくださ 
い。ディスクの状態（ディスクの故障やディスウアレイのリビルド中など）はディスクアレイ 
コントローラ （ SATA ) 用のユーティリティ 「 Web-based Promise Array Manager 」 から確 
認します。ユーティリティはディスクアレイコントローラ （ SATA ) に添付のユーティリティ 
です。 
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システム BIOS のセットアップ (SETUR 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設定 
してください。 



SETUP は本体の基本ハードウェアの設定をするためのユーティリティツールです。このユー 
ティリティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユー 
ティリティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 


两~〇 參 SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行つてく 

ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
更ができます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージョンがインス!-ールされてい 
ます。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 

• SETUP 起動した時には Exit メニューまたはく Esc 〉、< n 0> キーで必 
ず終了してください。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセット 
を行った場合には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 
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本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に 「 NEC 」 □ゴと次のメッセージが画面下 
し表されます〇 


Press TAB to show POST screen, FI to enter SETUP, 
< F12> to enter Boot Menu 

< TAB > キーを押すと、 POST ( Powe 「 〇 n Self - Test ) の実行内容が表示されます。 

ここで < F 1> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter passwordC U 


パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
Ph 「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが 
あることを示す 



設定項目 


► System Summary 
Console Redirection 
x Baud Rate 
Agent Connect via 
Agent wait time(min) 
Agent after boot 
AC-LINK 
’ Halt On 


[Disabled] 

19200 

NULL 

[1] 

[Disabled] 

[Off] 

[ALL Errors] 


Select this line to 
see the System Summary. 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


i -^^-rMove Enter:Select 
F5:Previous Values 


キーの 機能説明 


+/-/PUAPD:Value FI0:Save ESC:Exit FI : General Help 
F6:Fai\-Safe Defaults F7:Optimized Defaults 

パラメータ（選択すると文字が反転する*) 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 

□ カーソルキー (t , i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソルキー（—、 —） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します 0 

□ <一>キー/<+> キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「〉 キー 

選択した パラメータの 決定を行うときに押します。 

□ < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます。 


□ く F 7> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をボします。 


日付 • 時刻関連 


「Main」—「Time」、「Date」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

— UPS から電源が供給されたら常に電源を〇 N させる 
「Server」—「AC-Link」—「On」 

- POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「Server」—「AC-Link」—rFormer-StsJ 

— UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 
「Server」—「AC-Link」—fOffJ 


起動関連 


本体に接続している起動デノ（イスの順番を変える 
「Boot」 —起動順序を設定する 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

LAN から： rAdvancedJ ^ 「Power Management Setup」 

— rWake Up On LAN 」 —「Enabled」 

PCI デバイスから： 「Advanced」—「Power Management Setup」 

— fWake Up On LAN 」 -►「Enabled」 


RTC のアラームから： 設定は必要ありません 

HW コンソール端末から制御する 

「Server」—「Console Redirection」 -►それぞれの設定をする 
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キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

fAdvancedJ -►「Boot Up NumLock States 」/ 「〇门」(有効) ( default )/ fOffJ (無効) 



巳 IOS レベルでのパスワードを設定する 

「 Security」—「Set Supervisor Password 」 -►パスワードを入力する 
管理者パスワード （ Supervisor )、 ユーザーパスワード ( User ) の順に設定します 


内蔵デパイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「 Advanced」—「Integrated Peripherals 」— それぞれのデバイスに対して設定をする 

PCI ポードが持つオプション ROM の展開を許可する 

「 Advanced 」 一 rintegrated Peripherals 」 一厂〇 nboard Device 」 一 「PCI Slot Device 」 
— fOption ROM Control 」 -►デバイスに対して設定をする 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit」—rSave & Exit Setup 」 

変更した巳 IOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Without Saving 」 

巳旧 S の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「 Exit 」一 ►「Load Optimized Defaults 」 
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パラメータと 説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 
參 Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中がらサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Enten> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

Date 

mm / dd/yy 

日付の設定をします。 

Time 

hh / mm/ss 

時刻の設定をします。 

IDE Channel 0 Master 


それぞれのチヤネルに接続されているデパ 

IDE Channel 0 Slave 


イスの情報をサブメニューで表示します。 

IDE Channel 1 Master 


一部設定を変更できる項目がありますが、 

IDE Channel 1 Slave 


出荷時の設定のままにしておいてください。 

Base Memory 


基本メモリの総容量を表示します（表示の 
み)〇 

Extended Memory 


拡張メモリの容量を表示します（表示の 
み)〇 

Total Memory 


実装しているメモリの容量を表示します 
(表示のみ)。 


[]： 出荷時の設定 


w-O BIOS のノ V° ラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0°C 〜 35°C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます0 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 


Advanced 



Boot 


► Fan Speed Control 


Item Help 

► Advanced Chipset Features 



► Integrated Peripherals 


Menu Level ► 

卜 Power Managemnet Setup 



► PC Health Status 


AT clock, DRAM timings 

► CPU Feature 



Boot Up NumLock States 

[On] 


APIC Mode 

[Enabled] 


MPS Version Control For OS 

[1.4] 


Auto Detect PCI CLk 

[Enabled] 


Spread Spectrum 

[Disabled] 



t |Move Enter:Select +/-/PU/PD:Value FI0:Save ESC:Exit FI : General Help 
F5:Previous Values F6:FaiL-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Fan Speed Control 

— 

サブメニューを表示します。 

Advanced Chipset Features 

— 

サブメニューを表示します。 

Integrated Peripherals 

— 

サブメニューを表示します。 

Power Management Setup 

— 

サブメニューを表示します。 

PC Health Status 

— 

サブメニューを表示します。 

CPU Feature 

— 

サブメニューを表示します。 

Boot Up NumLock Status 

Off 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 


[On] 

定します。 

APIC Mode 

Disabled 

[Enabled] 

この項目の設定は変更しないでください。 

MPS Version Control For 

1.1 

この項目の設定は変更しないでください。 

OS 

[1.4] 


Auto Detect PCI Clk 

[Enabled] 

Disabled 

この項目の設定は変更しないでください。 

Spread Spectrum 

[Disabled] 

Enabled 

この項目の設定は変更しないでください。 


[]： 出荷時の設定 
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Fan Speed Control サブメニユー 

Advanced メニューで 「Fan Speed Control」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

Advanced H 



t | ^-*-：Move Enter:SeLect +/-/PU/PD:Value F10:Save ESC:Exit FI : General Help 

F5:Previous Values F6:FaiL-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Normal Fan 1/2 Speed 

[Middle] 

Low 

SYS Fanl/2 の通常時の回転数を設定し 
ます。 

Smart CPU Fan Temp. 

Disabled 

8013/194° F 

9513/203° F 
[100で/212 〇 「] 

CPU 温度が設定値以下の場合に CPU 

FAN の回転数を低速に設定します。 
「Disabled」 を選択すると常に CPU FAN 
が最高速で回転します。 

CPU Fan Tolerance Value 

Min 1 

Max 5 

Key in a DEC number:[5] 

この項目の設定は変更しないでください。 

Smart SYS Fanl Temp. 

Disabled 

5013/122° F 

55 で/ 131° F 
[60 で/ 140° F] 

システム温度が設定値以下の場合に SYS 
FAN 1の回転数を低速に設定します。 
「Disabled」 を選択すると常に SYS FAN 1 
が最高速で回転します。 

SYS Fanl Tolerance Value 

Min 1 

Max 5 

Key in a DEC number:[2] 

この項目の設定は変更しないでください。 

Smart SYS Fan2 Temp. 

Disabled 

5013/122° F 

5513/131° F 
[60 で/ 140° F] 

システム温度が設定値以下の場合に SYS 
FAN2 の回転数を低速に設定します。 
「Disabled」 を選択すると常に SYS FAN2 
が最高速で回転します。 

SYS Fan2 Tolerance Value 

Min 1 

Max 5 

Key in a DEC number:[2] 

この項目の設定は変更しないでください。 


[]： 出荷時の設定 






















ノ、ー ドウエア編 103 


Advanced Chipset Features サブメニュー 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Features」 を選択すると、以下の画面が表示されます0 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

■ Advanced ■ 


Advanced Chipset features 

Item Help 

DRAM Timing Selectable 
x CAS Latency Time [4] 

x DRAM RAS# to CAS# Delay [3] 

x DRAM RAS# Precharge [3] 

x Precharge delay (tRAS) [9] 

x System Memory Frequency C400MHz] 

Menu Level ►► 


t iMove Enter:SeLect +/-/PU/PD:Value FI0:Save ESC:Exit FI : General Help 

F5:Previous Values F6:Fail-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


項目については次の表を参照してください。 


項目 


パラメータ 


説明 


DRAM Timing Selectable 


Manual 
[By SPD] 


DRAM の信号タイミングを DRAM のスピー 
ドを参照して決めるか、マニュアルで決め 
るかを設定します。設定を変更しないでく 
ださい。 


CAS Latency Time 



表示のみ。 


DRAM RAS# to CAS# 
Delay 


表示のみ。 


DRAM RAS# Precharge 


表示のみ。 


Precharge delay 
(tRAS) 


Auto 

Auto 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 
11 
12 

13 

14 

15 


表示のみ。 


[]: 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説明 

System Memory Frequency 

Auto 

333 MHz 

400 MHz 

533 MHz 

表示のみ。 


[]: 出荷時の設定 
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Integrated Peripherals サブメニュー 

Advanced メニューで 「Integrated Peripherals」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

Advanced H 




F5:Previous Values F6:Fail-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


Advanced - Integrated Peripherals メニューで 「OnChip IDE Device」 を選択すると以下の画 
面が表示されます。 



Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

Advanced H 


OnChip IDE Device 

Item Help 

*** On-Chip Serial ATA Setting *** 

On-Chip Seri a LATA 

x PATA IDE Mode Primary 

SATA Port PI,P3 is Secondary 

Menu Level ►►►► 

[Disabled]: Disabled 

SATA Controller. 

[Auto]: Auto arrange 
by BIOS. 

[Combined Mode]: PATA 

and SATA are combined 

.Max.of 2 IDE drives 

in each channel. 

[Enhanced Mode]: 

Enable both SATA and 

PATA. Max.of 6 IDE 

drives are supported. 
[SATA Only：: SATA is 
operating in Legacy 
mode. 


t i -*- < -：Move Enter:Select +/-/PU/PD:VaLue F10:Save ESC:Exit FI : General Help 
F5:Previous Values F6:FaiL-Safe Defaults F7:Optimized Defaults 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

On-Chip Serial AT A 

Disabled 

[ Auto ] 

Combined Mode 
Enhanced Mode 

SATA Only 

SATA コント□—ラのモードを設定します。 

PATA IDE Mode 

[Primary] 

Secondary 

Combined Mode 設定時、 PATA コント □— 
ラの設定を変更します。 

SATA Port 

[PI,P3 is Secondary] 
PO, P2 is Primary 

表示のみ 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced - Integrated Peripherals メニューで 「OnboardDevice」 を選択すると以下の画面 
が表示されます。 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

Advanced H 


Onboard Device 

Item Help 

► Planar Ethernet 1# 

► Planar Ethrenet 2# 

► Planar Ethrenet Zft 

► PCI Slot Device 

USB Controller [Enabled] 

USB 2.0 Controller [Enabled] 

USB Keyboard Support [Disabled] 

USB Mounse Support [Disabled] 

Menu Level ►►►► 


t [ -*■*-：Move Enter:SeLect +/-/PU/PD:Value F10:Save ESC:Exit FI : General Help 

F5:Previous Values F6:Fail-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Planar Ethernet 1# 

— 

Planar Ethernet 1-3 および PCI Slot Device 

については、それぞれの項目でコントロー 
フおよび Option ROM 展開(しついて Enabled 
(Default) /Disat>led の設定かできます。 

Planar Ethernet 2# 

— 

Planar Ethernet 3# 

— 

PCI Slot Device 

— 

USB Controller 

[Enabled] 

Disabled 

オンポード USB コントローラの有効/無効を 
設定します。この項目の設定は変更しない 
で < ださい。 

USB 2.0 Controller 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード USB コント□—ラで USBZ0 を 
サポートさせるかどうかを設定します。 

この項目の設定は変更しないでください。 

USB Keyboard Support 

Enabled 

[Disabled] 

USB を正式にサボートしていない〇 S でも 

USB キーボードを使用できるようにするか 
どラがを設定します。この項目の設定は変 
更しないでください。 

USB Mouse Support 

Enabled 

[Disabled] 

USB を正式にサボートしていない〇 S でも 

USB マウスを使用できるようにするかどう 
かを設定します。この項目の設定は変更し 
ないでください。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced - Integrated Peripherals メニューで 「SuperlO Device 」 を選択すると以下の画面 
が表示されます。 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

Advanced ■ 


SuperlO Device 

Item Help 

Onboard Serial Port 1 [3F8/IRQ4] 

Menu Level ►►►► 


t [ -*■*-：Move Enter:SeLect +/-/PU/PD:Value F10:Save ESC:Exit FI : General Help 

F5:Previous Values F6:Fail-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard Serial Port 1 

[ Disabled ] 

3 F 8/ IRQ 4 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 4 

2 E 8/ IRQ 3 

Auto 

シリアルポート 1( C 0 M 1) ペースアドレス 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Power Management Setup サブメニュー 


Advanced メニューで 「Power Management Setup 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

■ Advanced ■ 


Power Management Setup 

Item Help 

ACPI Function 

Soft-Off by PWR-BTTN [Instant-Off] 

Wake-Up On LAN [Enabled] 

Resume by Alarm [Disabled] 

x Date(of Month) Alarm 0 

x 丁 ime(hh:mm:ss) Alarm 0:0:0 

Menu Level ►► 


t I——Move EntenSeLect +/-/PU/PD: Value FlO:Save ESC:Exit FI : General Help 

F5:Previous Values F6:Fail-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


項目については次の表を参照してください。 


興-^ 割り込みべース I/O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
Bfai した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

ACPI Function 

[Enabled] 

Disabled 

ACPI 機能のサポートを設定します。デフォ 
ルトの 「Enabled」 から変更しないでくださ 
い0 

Soft-Off by PWR-BTTN 

[Instant-Off] 

Delay 4 Sec. 

電源ボタンの設定をします。デフォルトの 
「Instant- 〇 ff」 から変更しないでください。 

Wake-Up On LAN 

[Enabled] 

Disabled 

PCI 力ードによる Wake 機能のサボートを設 
定します。 

Resume by Alarm 

Enabled 

[Disabled] 

設定した日時と時刻でシステムをソフトオ 
フの状態がら復帰させることができます。 

Date(of Mouth) Alarm 

X 

Resume by Alarm を Enabled に設定した場合 
の日付を設定します。 

Tiime(hh:mm:ss) Alarm 

xx:xx:xx 

Resume by Alarm を Enabled に設定した場合 
の時間を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PC Health Status サブメニユ ー 

Advanced メニューで 「PC Health Status 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 
(このメニューは表示のみで変更できません） 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

_ Advanced _ 


PC Health Status 

Item Help 

CPU Temperature 22 て / 71 °F 

System 1# Temperature 34 て / 93°F 

System 2U Temperature 33 て / 91 °F 

CPU Fan Speed 2596 RPM 

System 1# Fan Speed 0 RPM 

System 2U Fan Speed 0 RPM 

CPU VCORE 1-28V 

VCC 3.3 (V) 3.28V 

VCC DDR (V) 1-79V 

VCC 12 (V) 11-97V 

VCC (V) 5.02V 

VBAT (V) 3.15V 

5VSB (V) 5.02V 

Menu Level ►► 


t i -*■•-： Move Enter:SeLect +/-/PU/PD:VaLue F10:Save ESC:Exit FI : General Help 
F5:Previous Values F6:FaiL-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

CPU Temperature 

— 

CPU の温度を表示します。 

System 1# Temperature 

— 

装置内の温度を表示します。 

System 2# Temperature 

— 

CPU Fan Speed 

— 

CPU ファンのスピードを表示します。 

System 1# Fan Speed 

— 

システムファンのスピードを表示します。 

System 2# Fan Speed 

— 

CPU VCORE 

— 

各種電圧を表示します。 

VCC 3.3 (V) 

— 

VCC DDR (V) 

— 

VCC 12 (V) 

— 

VCC (V) 

— 

VBAT (V) 

— 

5VSB (V) 

— 
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CPU Feature サブメニユー 

Advanced メニューで 「CPU Feature」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

■ Advanced ■ 


CPU Feature 

Item Help 

Delay Prior to Thermal 

Thermal Management Thermal Monitor 1 

TM2 Bus Ratio 

TM2 Bus VID 

Execute Disable Bit [Disabled] 

Menu Level ►► 


t 1—— :Move EntenSeLect +/-/PU/PD:Value F10:Save ESC:Exit FI : General Help 
F5:Previous Values F6:Fail-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Delay Prior to Thermal 

40 Min 

8 Min 
[16 Min] 

32 Min 

この項目の設定は変更しないでください。 

Thermal Management 

[Thermal Monitor 1] 
[Thermal Monitor 2 

この項目の設定は変更しないで<ださい。 

TM2 Bus Ratio 

表示のみ 

CPU のクロック倍率を表示します。 

TM2 Bus VID 

表示のみ 

CPU のコア電圧を表示します。 

Execute Disable Bit 

[Disabled] 

Enabled 

「Enabled」 に設定すると Windows OS の 

DEP 機能が利用可能になります。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 



Set Supervisor Password または Set User Password のどちらかでく Ente「> キーを押すとパ 
スワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


• 「User Password 」 は、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

參 0 S のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

Supervisor Password を設定します。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

User Password を設定します。 

Security Option 

[ Setup ] 

System 

パスワードを入力する画面を設定します。 
「 SETUP 」 を選択すると BIOS セットアップ 
起動時に 「 System 」 を選択するとシステム 
起動時と BIOS セットアップ起動時にパス 
ワ_ドの入力を要求します。 


[]: 出荷時の設定 
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Server 

力ー ソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます0 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 
Server 


► System Summary 


Item Help 



Console Redirection 

: Disabled： 


x Baud Rate 

19200 

Menu Level ► 

Agent Connect via 

NULL 


Agent wait time(imn; 

[1] 

Select this line to 

Agent after boot 

[Disabled： 

see the System Summary. 

AC-LINK 

[Off] 


Halt On 

[ALL Errors] 



t [ -*■*-：Move EntenSeLect +/-/PU/PD:Value F10:Save ESC:Exit FI : General Help 

F5:Previous Values F6:Fail-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 
項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Summary 


System Summary サブメニューを表示しま 
す 。 

Console Redirection 

[Disabled] 

Enabled 

Console Redirection の有効/無効を設定しま 
す 。 

Baud Rate 

9600 

[19200] 

38400 

57600 

11520 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するポーレートを設定し 
ます。 

Agent Connect via 

NULL 

表示のみです。 

Agent wait time(min) 

[1] 

2 

4 

8 

リモート接続時、キー入力を停止してから 
接続を切断するまでの時間を設定します。 

Agent after boot 

[Disabled] 

Enabled 

POST 通過後も Console Redirection 機能を 
有効にするかどラかを設定します。 

AC-LINK 

[Off] 

On 

Formaer-Sts 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下記参照)。 

Halt On 

[All Errors] 

No Errors 

All , But Keyboard 

POST 実行中、ハードウエアエラーが発生し 
た際に POST を停止するかどうかを設定しま 
す 〇 All, But Keyboard は Keyboard に関連し 
たエラー以外が起きたときに停止します。 


[]： 出荷時の設定 
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rAC-LinkJ の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=/Ti 中 

议 XE 

Off 

Former-Sts 

On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 


無停電電源装置 (UPS) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC-LINK 」 の設定 
を 「 o n 」 にしてください。 
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System Summary サブメニユー 

Server メニューで 「SystemSummary」 を選択し、 <Enter> キーを押すと、以下の画面が表示 
されます。 

(このメニューは表示のみで変更できません） 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

■ Server ■ 


System Summary 

Item Help 

Processor 

InteL(R) Pentium(R) 

Menu Level ►►► 

Processor Cache size 

2 MB 


Processor Speed 

1.7 GHz 


System Memory Type 

DDR2 RAM 


Video Controller 

InteL(r)915GM/9 Inc. 


Video Memory 

7872 KB 


Mouse 

Installed 


BIOS Version 

VI.120 


BIOS Date 

Nov 10, 2005 



t I——:Move EntenSeLect +/-/PU/PD:VaLue F10:Save ESC:Exit FI : General Help 
F5:Previous Values F6:Fail-Safe Defaults F7:0ptimized Defaults 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor 

— 

搭載している CPU を表示します。 

Processor Cache size 

— 

搭載している CPU のキャッシュサイズを表 
爪します。 

Processor Speed 


搭載している CPU のスピードを表示します。 

System Memory Type 


システムメモリの種類を表示します。 

Video Controller 

— 

オンボードの Video コント□—ラの名称を表 
爪します。 

Video Memory 

— 

オンボードの Video メモリの使用量を表示し 
ます。 

Mouse 

— 

マウスの実装状態を表示します。 

BIOS Version 

— 

巳 I0S パージョンを表示します。 

BIOS Date 


巳 IOS の作成日を表示します。 
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Boot 

カーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 Boot メニューのそれぞれの項目を選択後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させ 
てから設定します。 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 

Boot 


► Removable Device Priority 

► Hard Disk Boot Priority 
First Boot Device 
Second Boot Device 
Third Boot Device 

Boot Other Device 


[CDROM] 
CRemovabLeH 
[Hard Disk] 
[Enabled] 


Item Help 


Menu Level ► 

Select Removable Boot 
Device Priority 


t | ——:Move EntenSeLect +/-/PU/PD:VaLue F10:Save ESC:Exit FI : General Help 
F5:Previous Values F6:Fail-Safe Defaults F7:Optimized Defaults 


システムは起動時にこのメニューで設定した順番に機器をサーチし、起動ソフトウェアを見つ 
けるとそのソフトウェアで起動します。 <t > キー/ <|>キー、〈+>キー/〈一>キーでブー 
トデパイスの優先順位を変更できます。各機器の位置へ〈丨〉キー/〈丨〉キーで移動させ、 
<+>キー/ <— >キーで優先順位を変更できます。 


Removable Device Priority サブメニュ ー 

システムに接続されているリムーパブルデパイスの中から起動させるデパイスを選択します。 
< t >キー/<丨 >キーでデバイスを選択します。 


項目 

説明 

システムに接続されている 
デパイスをリストア、ソプし 
ます 

リストから1つを選択します。 


Hard Disk Boot Priority サブメニュ ー 

システムに接続されているハードディスクドライプの中から起動させるデパイスを選択しま 
す。 

< t> キー/<丨>キーでデパイスを選択します。 


項目 

項目 

システムに接続されている 
デパイスをリストア、ソプし 
ます 

リストから1つを選択します。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 


Phoenix - AwardBIOS CMOS Setup Utility 


Advanced 




t | -*■*-：Move Enter:SeLect +/-/PU/PD:VaLue F10:Save ESC:Exit FI : General Help 
F5:P「evious Values F6:Fail-Safe Defaults F7:Optimized Defaults 


このメニューの各オプションについて以下に説明します。 


• Load Fail-Safe Defaults 

SETUP のすベての項目についてフェイルセーフ設定にするときに、この項目を選択しま 
す。 

Load Fail-Safe Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選 
択するとフェイルセーフ設定になり、 Exit メニューに戻ります。「1\1〇」を選択すると Exit 
メニューに戻ります。 


• Load Optimized Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したいときに、この項目を選択します。 

Load Optimized Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選 
択すると SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに戻ります。「N0」を 
選択すると Exit メニューに戻ります。 


• Save & Exit Setup 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせ 
る時に、この項目を選択します。 Save &Exit Setup を選択すると、確認画面が表示され 
ます。 

ここで、 「No」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保 
存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 





モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 
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參 Exit without Saving 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わ 
らせたい時に、この項目を選択します。ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を 
CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 



118 リセットとクリア 


■J セツトとクリア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 



0S が起動する前に動作しなくなったときは、 <Ctrl> キーと <Alt> キーを押しながら、 <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


胃-〇 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
■to まいます。パングアップしたとき以夕1•でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


〇 S からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に〇 FF になります（電 
源を再び ON にするときは、電源〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を〇 N にしてください)。 


W-O • リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし 

Bfaj 直して、 OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 

• プロセッサが異常高温になると、高価な部品を保護するための回路が作 
動します。この場合、システムはリセット彳犬態となるため、 POWER / 
SLEEP スイッチによる電源制御ができなくなります。電源コードを抜 
し、て電源を OFF にし、運用環境（周囲温度など）を確認した後、しばら 
くしてから再度、電源コードを接続し、電源を ON にする必要がありま 
す。なお、プロセッサが冷却されるまでの間（通常であれば5分程度） 

は、電源を OFF の状態にしておく必要がある場合もあります。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第三者か 
6保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容のクリアも同時に行います。 


wO CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべて出荷時の設 
Bto 定に戻ります。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


wO その他のジャンノ（の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bto 因となります。 


前面側 


背面側 



ジャンパスイッチ 
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A\A\ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

參自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• ブラグを抜かずに取り扱わない 


△注意 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


中途半端に取り付けない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 

古:日:卞音 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから弓 I き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触らないでください。静電気に関する説明は74ページ 
で詳しく説明しています。 


1. 75ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （76 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （77 ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

5. ジャンパスイッチの設定を変更する。 

6. 前ページの図を参照してください。 

两-〇 クリップをなくさないよう注意してください。 

7. 5秒ほど待って元の位置に戻す。 

8. 取り外した部品を元に組み立てる。 

9. 電源コードを接続して本体の電源を 0 N にする。 





















10. く FI > キーを押して BI 〇 S SETUP ユーティリティを起動し 、 Exit メニューから 
「Load Optimized Defaults 」 を実行する。 



122 割り込みライン 


割り込みライン 

割り込みラインや I/O ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプショ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コントローラ） 

0 

システムタイマ 

11 

PCI 

1 

キーボード 

12 

マウス 

2 

— 

13 

数値演算プ□セツサ 

3 

— 

14 

プライマリ IDE 

4 

COM 1シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

5 

PCI 

16 

US 巳、 LAN1、VGA 

6 

フロッピーディスク 

17 

LAN2 

7 

PCI 

18 

US 巳 

8 

リアルタイムクロック 

19 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

20 

LAN3 

10 

PCI 

23 

USB2.0 


















